
一
ま
え
お
き

ド
イ
ツ
の
農
政
学
者
ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
（
シ
匡
碧
里
卑
の
夢
の
弓

８
口
四
ｍ
撰
昏
目
の
①
ご
》
弓
縄
１
局
忠
）
は
ロ
シ
ア
政
府
の
委
嘱
に
よ

り
、
一
八
四
三
’
四
年
に
ロ
シ
ア
各
地
を
旅
行
し
て
農
民
事
情
を
は

じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
の
社
会
事
情
を
視
察
し
、
そ
の
結
果
を
主
著

言
シ
ア
社
会
の
研
究
」
（
三
巻
、
一
八
四
七
’
五
一
年
）
な
ら
び

に
『
ト
ラ
ン
ス
カ
ウ
カ
ジ
ア
』
（
二
巻
、
一
八
五
六
年
）
と
し
て
公

（
１
）

表
し
た
。
彼
の
研
究
は
、
一
方
で
は
ロ
シ
ア
の
農
民
生
活
と
り
わ
け

ミ
ー
ル
共
同
体
の
実
態
を
は
じ
め
て
西
欧
に
紹
介
す
る
と
共
に
、
他
方

で
は
ミ
ー
ル
共
同
体
の
太
古
性
、
ま
た
そ
の
ア
ソ
ッ
ィ
ァ
ッ
ィ
オ
ン

と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ナ
ロ
ー
ド
’
一
キ
の
共

同
体
社
会
主
義
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
主
と

し
て
『
ロ
シ
ア
社
会
の
研
究
』
に
見
ら
れ
る
ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の

農
民
家
族
Ｉ
ロ
シ
ア
社
会
観
を
紹
介
し
た
い
・

ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
国
家
が

〔
論
説
〕ハ

ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
見
た
一
九
世
紀
中
葉
大
ロ
シ
ア
の
農
民
家
族

「
封
建
国
家
」
弓
の
呂
巴
の
薗
巴
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
（
２
）

の
そ
れ
は
「
家
父
長
制
国
家
」
（
蚕
菖
胃
○
言
汀
冨
里
）
で
あ
っ
て
、

イ
エ
（
ド
ヴ
ォ
ル
）
↓
ム
ラ
（
ミ
ー
ル
、
オ
プ
シ
チ
ナ
）
↓
ク
ニ

（
ツ
ァ
リ
ー
ズ
ム
）
と
い
う
、
い
わ
ば
家
族
的
構
成
の
上
に
立
脚
し
、

農
民
家
族
は
そ
の
基
礎
単
位
を
な
し
て
い
る
。
農
民
家
族
は
、
擬
制

的
血
縁
関
係
の
支
配
と
私
的
土
地
所
有
の
欠
如
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
ロ
シ
ア
社
会
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
で
あ
る
。
か
つ
て
ロ
シ

ア
建
国
期
に
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
人
は
ゲ
ル
マ
ン
的
な
封
建
制
の
原
理
を

ロ
シ
ア
に
導
入
し
た
が
、
そ
れ
は
民
衆
の
間
に
定
着
せ
ず
、
そ
れ
に

代
っ
て
発
達
し
た
こ
う
し
た
家
父
長
制
原
理
は
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
類

を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
最
古
の
オ
リ
エ
ン
ト
諸
民
族
の
社
会
原
理

ゾ
ツ
ィ
ア
ル

に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
は
き
わ
め
て
社
会
的
で
あ
る
と
（
３
）

共
に
、
血
縁
関
係
（
本
来
的
な
ら
び
に
擬
制
的
な
）
を
重
視
す
る
。

（
１
）
の
言
ｓ
の
国
辱
房
司
ｓ
の
旨
口
の
目
画
ロ
め
歴
且
の
》
岳
の
く
○
房
堅
の
．

す
の
ロ
ロ
ロ
ロ
』
ｐ
め
す
の
切
○
ロ
Ｑ
閏
の
ｓ
の
』
低
昌
巳
旨
彦
の
ロ
国
営
風
○
ケ
言
目
、
の
自

切
口
宮
口
ロ
Ｑ
の
．
国
司
の
房
司
巨
国
旦
国
箸
の
牌
の
局
弓
置
の
匙
ゞ
国
口
邑
邑
○
ぐ
の
旬

肥

一

月リ

栄

■■■■■■■■■
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ニ
イ
エ
の
構
造

ド
ヴ
ォ
ル
、
、
、
、
、
、

ロ
シ
ア
の
イ
ェ
（
農
民
世
帯
）
に
お
い
て
は
、
財
産
共
有
と
家
父

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

長
の
下
で
の
家
族
員
の
平
等
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

フ
ー
フ
ェ
制
と
長
子
相
続
制
と
の
条
件
の
下
で
、
フ
ー
フ
ェ
の
相

、
、
、
、

続
権
者
た
る
長
男
の
み
が
家
父
長
と
し
て
共
同
体
員
た
り
え
た
ド
イ、

ッ
の
農
民
家
族
と
異
な
り
、
ロ
シ
ア
の
ド
ヴ
ォ
ル
に
あ
っ
て
は
、
全

、
、
、
、
、

て
の
兄
弟
が
成
人
し
て
結
婚
し
て
も
、
平
等
に
同
一
世
帯
内
に
と
ど

ま
り
拡
大
家
族
を
形
成
す
み
副
一
土
地
は
新
夫
婦
に
対
し
て
ム
ラ
か
ら

割
当
て
ら
れ
、
用
益
権
が
み
と
め
ら
れ
る
。
「
〔
土
地
〕
」
所
有
権
の
主

、
、
、
、
、
、
、
、
、

体
は
…
…
共
同
体
と
い
う
不
滅
の
道
徳
的
な
人
格
で
あ
っ
て
、
そ
の

扇
合
ゞ
ロ
吋
三
の
吋
弓
言
昏
々
国
の
１
旨
扇
紹
．
（
以
下
で
は

の
目
ｓ
ｇ
と
略
記
涛
弓
３
国
禺
四
巨
汽
閉
旨
．
シ
且
２
自
己
甥
国
与
閂

Ｑ
固
め
旬
日
己
偉
の
甲
巨
ロ
ロ
①
関
口
巴
目
・
巴
の
す
の
目
匡
。
Ｑ
巳
の
の
Ｏ
Ｂ
巴
の
曰

く
の
『
声
望
冒
尉
の
①
の
冒
拓
の
門
く
α
房
の
『
目
昌
の
○
ず
の
。
Ｑ
の
日
の
。
ご
弓
四
目
の
ロ

●
●

口
冒
・
【
画
切
目
の
○
ヶ
の
国
三
＄
届
．
罰
の
肘
＄
ロ
ロ
ロ
日
自
己
函
の
ロ
巨
己
・
皿
閉
‐

画
日
日
巴
ｇ
ｚ
ｇ
旨
の
。
》
因
刷
討
司
弓
彦
の
啓
巨
ご
口
画
言
凰
蔚
門
弓
彦
の
宮
｝

唐
甘
園
缶
浅
認
．
な
お
拙
著
『
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ァ
ー
比
較
社
会
経

済
史
の
一
領
域
ｌ
』
（
末
来
社
、
一
九
八
六
年
）
、
一
六
三
’
一
六
七

ペ
ー
ジ
を
参
曙
さ
れ
た
い
。

（
２
）
の
冒
日
の
Ｐ
目
．
岸
切
潤
昴

（
３
）
堕
巨
日
の
己
｝
員
Ｐ
い
届
四
ｌ
届
穿
］
謁
Ｉ
ｇ
Ｐ

、
、
、
、
、
、
、
、

構
成
員
は
か
か
る
も
の
と
し
て
共
同
体
財
産
の
全
て
の
比
例
配
分
を

受
け
て
用
益
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
み
〕
）
。
す
な
わ
ち
、
フ
ー
フ
ェ

所
有
権
者
で
あ
る
こ
と
が
共
同
体
員
た
り
う
る
条
件
で
あ
っ
た
ド
イ

ツ
と
は
逆
に
、
ロ
シ
ア
で
は
「
不
滅
の
道
徳
的
な
人
格
」
た
る
ミ
ー

ル
共
同
体
な
い
し
は
そ
の
基
本
単
位
で
あ
る
ド
ヴ
ォ
ル
の
構
成
員
で

、
、
、

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
用
益
地
が
全
員
に
配
分
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
配
分
原
則
が
行
わ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

ロ
シ
ア
の
ド
ヴ
ォ
ル
は
西
欧
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
産
み
出
さ

ず
、
ア
ソ
ッ
ィ
ア
ッ
ィ
オ
ン
と
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ロ
シ
ア
の
農
民
世
帯
は
擬
制
的
血
縁
集
団
と
い
う
性
格

を
帯
び
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
エ
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
離
脱
す

る
と
血
縁
者
で
あ
っ
て
も
土
地
用
益
権
を
失
う
し
、
逆
に
非
血
縁
者

が
養
子
と
し
て
血
縁
者
に
擬
せ
ら
れ
て
、
家
族
の
中
に
と
り
込
ま
れ

て
い
る
。
「
ロ
シ
ア
人
は
強
い
家
族
の
絆
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な
い
。

も
し
家
族
の
な
い
時
に
は
、
擬
制
的
な
家
族
を
つ
く
る
。
例
え
ば
実

の
父
が
な
け
れ
ば
、
誰
か
を
父
に
選
び
出
し
て
、
実
の
父
同
様
に
こ

れ
を
敬
愛
す
る
。
同
様
に
、
子
供
の
な
い
者
は
養
子
を
と
吐
冠
。
例

え
ば
、
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
県
ゴ
ラ
ピ
ヤ
ト
’
一
ツ
カ
ヤ
領
で
は
、
老
人
、

遠
縁
の
老
女
と
そ
の
末
娘
（
一
四
歳
）
、
死
ん
だ
姉
娘
の
夫
と
そ
の

後
妻
と
五
人
の
子
供
、
つ
ま
り
血
の
つ
な
が
ら
な
い
人
び
と
の
構
成

す
る
農
民
家
族
が
見
出
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
少
く
な
か
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
。
こ
の
よ
う
に
ド
ヴ
ォ
ル
は
ル
ー
ズ
な
、
開
放
的
で
流
動
的
な
性
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（
４
）

格
を
備
え
て
い
た
。

、
、

ド
ヴ
ォ
ル
に
お
い
て
は
、
早
婚
が
慣
行
化
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

私
領
地
で
は
、
若
い
農
民
は
結
婚
に
よ
っ
て
ム
ラ
か
ら
土
地
割
当
て

を
受
け
、
自
立
し
た
地
位
を
獲
得
し
う
る
た
め
に
、
早
婚
を
有
利
と

し
、
農
場
領
主
も
ま
た
チ
ャ
グ
ロ
と
そ
の
オ
ブ
ロ
ク
な
い
し
賦
役
を

ョ
リ
多
く
獲
得
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
奨
励
し
た
。
ま
た
王
領
地
で

も
、
人
口
調
査
に
先
立
っ
て
新
世
帯
は
共
同
体
か
ら
土
地
配
分
を
受

け
、
か
つ
働
ら
き
手
と
し
て
の
嫁
を
迎
え
い
れ
る
こ
と
が
イ
エ
に
と
っ

て
有
利
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
早
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ム
ラ
に
と
つ

（
５
）

て
も
、
チ
ャ
グ
ロ
の
増
加
は
賦
役
負
担
の
軽
減
を
意
味
し
た
。

、
、
、

家
父
長
の
地
位
に
つ
く
の
は
原
則
と
し
て
父
親
で
あ
り
、
次
で
長

男
、
伯
父
等
で
、
他
人
で
あ
る
ば
あ
い
さ
え
あ
っ
た
。
家
父
長
制
原

、
、

理
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
父
長
の
地
位
は
ム
ラ
か
ら
配
分
さ
れ
た
共
有

、
、
、
、
、
、

財
産
の
管
理
者
と
し
て
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
女
性
の

地
位
は
高
く
て
、
「
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
家
庭
で
は
夫
が
君
臨
し
妻
が
統

治
す
る
の
に
、
ロ
シ
ア
の
家
庭
で
は
妻
が
君
臨
し
夫
が
統
治
す
る
」

（
６
）

と
い
わ
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
ロ
シ
ア
の
家
父
長
は
や
さ
し
く
て
、
養

子
を
実
子
同
様
に
可
愛
が
り
、
決
し
て
抑
圧
し
な
抑
が
、
一
方
、
民

謡
に
は
悪
い
継
母
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
財
産
共
有
制

の
ゆ
え
に
、
結
婚
に
よ
っ
て
家
族
の
外
に
出
る
娘
は
、
嫁
資
以
外
に

（
８
）

は
何
も
も
ら
え
な
か
っ
た
。
極
端
な
早
婚
Ⅱ
児
童
婚
（
児
童
と
年
長

の
娘
と
の
結
婚
）
に
と
も
な
う
ス
ノ
ハ
ー
チ
ェ
ス
ト
ヴ
ォ
（
舅
と
嫁

（
９
）

と
の
性
的
関
係
）
の
ポ
リ
ガ
ミ
ー
的
慣
行
が
み
と
め
ら
れ
た
。

一
方
、
ノ
ガ
イ
・
タ
タ
ー
ル
人
、
チ
ェ
レ
ミ
ス
人
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
ュ宅令、、

一

人
と
い
っ
た
少
数
民
族
に
お
い
て
は
、
購
買
婚
と
ポ
リ
ガ
ミ
ー
と
力

（
叩
）

み
と
め
ら
れ
た
。

（
勺
１
）
の
弓
匡
ｓ
①
ご
『
弓
．
一
》
の
．
己
Ｐ

（
２
）
前
掲
拙
著
、
一
八
九
’
一
九
○
ペ
ー
ジ
所
収
の
覚
書
。

（
３
）
津
宮
島
の
。
》
日
岸
の
．
一
室
．
一
念
Ｉ
Ｐ

（
４
）
壁
巨
呂
の
ロ
ゞ
弓
．
Ｐ
の
．
一
念
’
一

（
５
）
堕
巨
巳
の
ロ
》
員
Ｆ
切
一
湧
ｌ
Ｐ
前
掲
拙
著
、
一
七
九
ペ
ー

ジ
所
収
の
覚
書
。

（
６
）
壁
巨
呂
の
ロ
》
員
二
切
認
Ｉ
認
ゞ
画
匡
．
前
掲
拙
著
、
二
七
五

ペ
ー
ジ
所
収
の
覚
書
。

（
７
）
の
奈
巨
Ｑ
肘
ロ
．
弓
．
］
》
の
．
函
い
い
．

（
８
）
陣
匡
日
の
ご
》
己
厚
い
｝
宝
．
前
掲
拙
著
、
一
七
六
ぺ
ｌ
ジ
所

収
の
覚
書
。

（
９
）
壁
匡
呂
の
己
『
員
房
切
一
涜
Ｉ
雲
前
掲
拙
著
、
六
二
’
三

ペ
ー
ジ
・

（
岨
）
勢
巨
呂
の
ご
》
弓
．
］
》
の
．
食
い
』
ｇ
Ｉ
Ｓ
》
お
函
ゞ
目
．
Ｐ

の
．
望
－
１
今

三
ム
ラ
の
構
造

「
家
族
の
観
念
が
ロ
シ
ア
人
に
あ
っ
て
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
も
転
用
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（
１
）

さ
れ
て
い
る
」
・
イ
エ
の
拡
大
形
態
が
ム
ラ
で
あ
り
、
ミ
ー
ル
共
同

体
は
擬
制
的
な
拡
大
さ
れ
た
農
民
世
帯
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
ス

タ
ロ
ス
タ
（
長
老
）
の
家
父
長
的
支
配
の
下
で
土
地
共
有
と
イ
エ
の

（
２
）

間
で
の
定
期
的
割
替
Ⅱ
個
別
的
用
益
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
ム
ラ
は
イ
エ
の
拡
大
を
つ
う
じ
て
形
成
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
家
族
構
成
員
が
増
加
す
る
と
世
帯
が
分
裂
す
る
が
、
し
か
し
依

然
と
し
て
複
数
の
家
族
が
土
地
を
共
有
し
、
共
同
耕
作
を
行
な
い
、

（
３
）

共
通
の
家
父
長
（
長
老
）
を
維
持
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
ｌ
ｌ

こ
う
し
た
土
地
制
度
の
下
で
は
、
父
親
の
持
分
地
に
対
す
る
子
供

の
相
続
権
は
成
立
し
え
ず
、
か
え
っ
て
息
子
た
ち
は
共
同
体
メ
ン
バ
ー

と
し
て
の
自
分
自
身
の
権
利
に
も
と
づ
い
て
、
共
同
体
に
対
し
て
持

分
地
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ロ
ス
タ
は
擬
制
的
な
父
親

で
あ
り
、
村
民
は
擬
制
的
な
家
族
員
で
あ
る
。

ミ
ー
ル
共
同
体
は
、
ド
イ
ツ
の
封
建
的
な
村
落
共
同
体
の
よ
う
な

フ
ー
フ
ェ
の
相
続
権
者
の
み
か
ら
な
る
封
鎖
的
で
特
権
的
な
コ
ル
ポ

ラ
ッ
ィ
オ
ン
で
は
な
く
、
全
て
の
ド
ヴ
ォ
ル
成
員
か
ら
な
る
民
主
的

で
開
放
的
で
流
動
的
な
ア
ソ
ッ
ィ
ア
ッ
ィ
オ
ン
で
あ
る
。
よ
そ
者
も

共
同
体
集
会
の
決
定
に
も
と
づ
い
て
兄
弟
と
し
て
迎
え
い
れ
ら
れ
、

（
４
）

土
地
を
配
分
さ
れ
る
。
全
員
が
土
地
配
分
を
受
け
、
共
同
体
員
資
格

を
獲
得
す
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
は
西
欧
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
成
立
す
る
余
地
が
な
い
・

ム
ラ
の
中
で
は
、
洗
礼
の
さ
い
に
与
え
ら
れ
て
胸
に
つ
け
て
い
る

ム
ラ
の
拡
大
が
ク
ニ
で
あ
り
、
民
衆
の
首
長
に
し
て
父
親
な
る
ツ
ァ

ー
リ
の
下
に
平
等
に
共
同
体
に
分
れ
て
住
む
一
大
家
族
が
ロ
シ
ア
で

（
１
）

あ
る
。ロ
シ
ア
人
を
特
徴
づ
け
る
郷
土
愛
の
欠
如
と
祖
国
愛
の
強
さ
と
は
、

十
字
架
を
交
換
し
て
成
立
す
る
、
い
わ
ゆ
る
十
字
架
兄
弟
Ⅱ
義
兄
弟

（
５
）

の
関
係
が
と
り
結
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ム
ラ
が
相
当
に
大
規
模
で
あ
る
ば
あ
い
に
は
、
イ
エ
と
ム
ラ
と
の

間
に
、
中
間
的
な
労
働
Ⅱ
相
互
扶
助
組
織
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
四
五
八
人
の
成
人
男
性
か
ら
な
る
カ
ザ
ン
県
ク
ラ
ス
ナ
ャ
・
ス

ロ
ヴ
ォ
ー
ダ
農
場
で
は
、
こ
う
し
た
労
働
組
織
は
血
縁
関
係
の
土
台

の
上
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
同
様
の
親
族
的
な
中
間
労
働
組
織
は
ト

リ
オ
フ
ェ
ロ
農
場
や
ベ
ニ
ェ
ヴ
ァ
村
に
も
存
在
し
た
。
（
６
）

（
１
）
前
掲
拙
著
、
一
七
六
ペ
ー
ジ
所
収
の
覚
書
。

（
２
）
の
目
ｓ
の
ロ
．
弓
．
一
ゞ
の
．
〆
胃
》
弓
．
函
》
の
．
ご
ｍ
ｌ
ｇ
Ｐ

（
３
）
の
ｇ
ｇ
ｇ
，
弓
．
少
の
．
」
塁
ｌ
｝
串
．

（
４
）
堅
巨
日
の
国
．
貞
岸
の
．
］
誤
Ｉ
Ｆ
白
い
↓
切
童
．
前

掲
拙
著
、
一
七
四
’
五
ペ
ー
ジ
所
収
の
覚
書
。

（
５
）
の
弓
巨
日
の
国
・
弓
．
い
》
の
．
］
』
ロ

（
６
）
の
↑
匡
島
の
国
．
弓
．
画
》
の
．
、
》
の
．
の
ゞ
目
．
四
の
．
ぷ
ぃ
雪

の
．
《
の
ロ

四
ク
ニ
の
構
造
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こ
う
し
た
血
縁
意
識
＄
盲
目
白
の
猪
の
崖
三
）
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
ま
た
ロ
シ
ア
史
の
土
台
を
な
す
巨
大
な
内
地
植
民
を
促
進
し

た
。
「
ロ
シ
ア
人
の
植
民
熱
は
ロ
シ
ア
人
の
国
民
性
に
深
く
根
差
し

て
い
る
。
．
．
：
：
ド
イ
ツ
人
は
そ
の
故
郷
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
。
生
ま

れ
た
場
所
、
幼
時
を
過
ご
し
た
村
、
遊
ん
だ
森
や
牧
場
や
山
、
父
親

の
家
、
父
祖
伝
来
の
耕
地
は
、
彼
を
分
か
ち
難
く
故
郷
に
つ
な
ぎ
と

め
る
絆
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
は
そ
う
で
は
な
い
！
彼
は
あ
ま
り
郷
土

愛
を
も
た
な
い
。
そ
の
代
り
に
強
い
祖
国
愛
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た

全
て
の
親
近
者
、
同
胞
に
対
す
る
愛
着
が
あ
る
。
彼
を
最
も
強
く
し

ば
り
つ
け
る
の
は
、
故
郷
の
村
で
も
額
に
汗
し
て
耕
や
し
た
耕
地
で

も
な
く
、
人
間
で
あ
り
、
同
胞
、
隣
人
、
親
族
な
の
で
あ
る
。
彼
が

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
間
に
居
る
な
ら
ば
、
た
と
え
故
郷
か
ら
は
る
か

に
へ
だ
た
っ
て
居
て
も
、
彼
は
平
安
な
の
で
あ
ふ
〕
〕
）
。

民
衆
は
ツ
ァ
ー
リ
に
対
し
て
、
奴
隷
的
な
畏
怖
心
で
は
な
く
、
子

供
の
よ
う
な
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
彼
は
献
身
的
な
や
さ
し
さ

で
ツ
ァ
ー
リ
を
愛
す
る
。
皇
室
財
産
へ
の
崇
敬
は
こ
の
こ
と
と
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
徴
税
人
が
襲
わ
れ
た
た
め
し
が
な
い
。
ヴ
ォ

ロ
ク
ダ
県
で
は
、
徴
税
人
は
村
で
徴
収
し
た
貢
納
金
の
袋
を
た
ず
さ

え
て
、
村
一
番
の
農
家
に
宿
泊
す
る
が
、
部
屋
の
聖
画
の
下
に
袋
を

（
３
）

置
き
、
別
室
で
熟
睡
し
て
も
、
盗
難
の
お
そ
れ
は
な
い
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
の
貴
族
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
ン
カ
ー
の
よ
う

な
土
地
貴
族
で
は
な
く
、
官
僚
Ⅱ
軍
人
た
る
資
格
を
前
提
と
す
る

奉
仕
貴
族
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
等
の
将
校
位
か
も
し
く
は
一

四
等
以
上
の
文
官
の
官
職
を
得
な
か
っ
た
貴
族
は
一
人
前
で
な
く

（
口
呂
○
吋
○
巴
．
）
、
そ
の
状
態
が
三
代
続
く
と
貴
族
た
る
権
利
を
失
っ

て
ア
ド
ノ
ヴ
ォ
ル
ッ
ィ
の
階
級
に
移
行
し
、
逆
に
そ
う
し
た
ア
ド
ノ

ヴ
ォ
ル
ッ
ィ
が
そ
の
家
系
を
証
明
し
つ
つ
自
由
意
志
で
国
家
奉
仕
に

（
４
）

復
帰
し
た
ば
あ
い
に
は
、
再
び
貴
族
に
と
り
立
て
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア

の
貴
族
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
土
地
貴
族
に
特
徴
的
な
郷
土
愛
と
相
続

財
産
へ
の
執
着
と
の
欠
如
か
ら
、
容
易
に
土
地
財
産
を
売
却
し
、
そ

の
結
果
、
土
地
貴
族
を
特
徴
づ
け
る
土
地
所
有
の
安
定
性
を
欠
い
て

（
５
）

い
る
。
「
ロ
シ
ア
で
は
富
豪
は
め
っ
た
に
三
代
と
は
続
か
な
い
」
・

ラ
ン
０
ト
ラ
ー
ト

ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
、
郡
長
が
地
方
名
望
家
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ロ

イ
ス
プ
ラ
ヴ
ニ
ク

シ
ア
の
郡
警
察
署
長
は
そ
の
苛
數
訣
求
と
知
事
に
対
す
る
卑
屈
さ
と

に
よ
っ
て
、
「
ロ
シ
ア
で
も
っ
と
も
憎
ま
れ
、
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
役

（
６
）

職
」
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
要
す
る
に
、
領
主
ｌ
農
民
関
係
は
ク
ニ
ー
ム
ラ
関
係
を

補
完
す
る
契
機
で
し
か
な
か
っ
た
。
「
土
地
は
ツ
ァ
ー
リ
Ⅱ
国
民
の

も
の
で
あ
り
、
地
主
は
そ
れ
の
一
時
的
用
益
者
に
す
ぎ
ぬ
、
と
い
う

（
７
）

ロ
シ
ア
農
民
の
観
念
は
ま
っ
た
く
正
し
い
」
。

（
１
）
煕
巨
ｇ
の
ロ
ゞ
目
号
の
．
蜜
．
弓
．
Ｐ
の
．
］
霊
ｌ
雪
Ｐ

（
２
）
堅
巨
ｇ
の
。
．
貞
醇
印
、
ｌ
の
・
曰
要
印
」
雪
Ｉ
Ｐ

」
一
ｍ
。

（
３
）
津
巨
呂
の
口
々
日
Ｐ
の
．
｝
望
ｌ
Ｐ
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五
西
欧
社
会
に
対
す
る
ロ
シ
ア
社
会
の
優
位

ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
共
同
体
制
度
は
ロ
シ

ア
に
と
っ
て
多
大
の
利
益
を
意
味
し
た
。
け
だ
し
「
家
父
長
制
国
家
」

ロ
シ
ア
で
は
民
衆
が
ア
ソ
ッ
ィ
ア
ッ
ィ
オ
ン
と
し
て
の
イ
ェ
ー
ム
ラ

の
中
で
平
等
の
土
地
用
益
権
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
西
欧
社
会
を
危
機

に
お
と
し
い
れ
て
い
る
ペ
ー
ベ
ル
Ⅱ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
存
在
せ

（
１
）

ず
、
近
代
の
社
会
問
題
が
発
生
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に

土
地
割
替
制
度
は
農
業
の
進
歩
を
妨
げ
る
が
、
共
同
体
制
度
が
も
つ

社
会
安
定
化
機
能
の
政
治
的
価
値
は
右
の
マ
イ
ナ
ス
を
カ
バ
ー
し
て

余
り
あ
る
。
し
か
も
こ
の
マ
イ
ナ
ス
も
、
小
共
同
体
や
大
共
同
体
に

お
け
る
か
の
中
間
的
労
働
組
織
や
を
基
本
と
す
る
共
同
耕
作
を
復
活
さ

せ
、
土
地
割
替
制
度
を
廃
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
去
し
う
る
の
で

（
２
）

あ
る
。
１
１

（
４
）
壁
巨
巳
の
。
》
弓
．
夢
の
．
②
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
臼
①
、
前
掲
拙
著
、

一
三
五
’
六
、
二
三
九
ペ
ー
ジ
所
収
の
覚
書
。

（
５
）
堅
屋
巳
の
国
々
員
要
の
．
金
這
い
ロ
シ
ア
の
農
奴
は
、

「
自
分
は
領
主
の
も
の
だ
が
、
土
地
は
自
分
の
も
の
だ
」
と
考
え
、

貴
族
の
上
級
所
有
権
Ⅱ
土
地
相
続
権
を
認
め
な
い
命
目
９
９
》
弓
．

」
》
の
．
烏
、
↑
）
ｏ

（
６
）
の
冒
忌
の
ロ
．
弓
．
四
・
の
．
圏
露
．

（
７
）
の
冒
呂
の
Ｐ
目
．
四
・
の
．
園
興
の
．
《
●

こ
の
よ
う
に
ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
土
地
共
有
Ⅱ
共
同
耕
作
と

い
う
共
同
体
の
「
始
源
の
状
態
」
を
賛
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ナ

ロ
ー
ド
ニ
キ
の
共
同
体
社
会
主
義
に
霊
感
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
際
、
彼
は
生
産
力
向
上
の
阻
害
と
並
ぶ
ミ
ー

ド
ヴ
ォ
ル

ル
共
同
体
の
い
ま
一
つ
の
弊
害
、
す
な
わ
ち
、
世
帯
へ
の
所
属
を
条

件
と
し
て
全
員
に
土
地
が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
土
地
配
分
様
式
が
早

婚
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
口
増
加
を
も
た
ら
し
、
か
つ
共
同

体
の
非
コ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
フ
な
性
格
の
ゆ
え
に
そ
の
人
口
を
農
村
内
部

に
滞
留
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
村
過
剰
人
口
を
生
み
出
す
と
い
う

（
３
）

機
能
を
見
落
し
て
い
た
。
ハ
ク
ス
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
予
想
に
反
し
て
、

一
九
世
紀
の
八
○
年
代
以
降
、
農
村
過
剰
人
口
Ⅱ
土
地
不
足
現
象
の

顕
在
化
と
共
に
、
保
守
的
な
は
ず
の
ロ
シ
ア
農
民
が
全
般
的
に
急
進

化
し
、
そ
の
土
地
要
求
運
動
は
ロ
シ
ア
革
命
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ

（
４
）

つ
（
》
Ｏ

（
１
）
陣
巨
日
の
ロ
．
日
空
い
」
臼
．

（
２
）
の
奈
巨
旦
尉
Ｐ
目
．
四
つ
の
．
」
、
函
．

（
３
）
前
掲
拙
著
、
九
二
ペ
ー
ジ
註
（
期
）
な
ら
び
に
Ⅲ
の
８
。

（
４
）
前
掲
拙
著
、
四
○
九
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
四
一
四
ペ
ー
ジ
註
（
１
）
。

（
東
京
大
学
・
比
較
社
会
経
済
史
）
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